
『新ここからはじまる日本語学』（伊坂淳一著）
初版から2刷発行の際の変更点一覧

1 ひつじ書房　2017.7.14

頁 行 初版 2刷

v 4 まとめるための まとめたりするための

5 14 信条・感想 信条、感想

5 下から5 外国語を学ぶ時 外国語として学ぶ時

7
図版4、2つ
め、見出し

五段動詞 四段（五段）動詞

7 18 四段（五段）動詞 四段動詞

10 下から6 そのそも文とは そもそも文とは

11 下から2 異なる言語同士 異なる言語どうし

13 1 意見を交流しよう。 意見交換をしよう。

20 下から2
であろうか。考えて意見を交流しよ
う。

であろうか、お互いに意見交換をし
よう。

25 図版3 （次頁へ移動）

27 3 いえません。発音の変化を
いえません。
　発音の変化を

27 下から5、7 三種類 3種類

28 5 ジュウゴジジュウゴフン ジュウゴジジュウゴフン

28 下から11 下線部の 下線の

30
1つ目の表

③
「タ」の子 「タ」の子音

31 13 上顎の歯茎と舌端により
上顎の歯茎から硬口蓋にかけての部
位と舌端により

32
図版6キャ
プション

［ɰ］ 	
 [ɯ]

33 下から1 中ほどと口蓋の中ほどの 中ほどと硬口蓋の前の方の

39 下から7 右の表 次頁の表

40 図版12 N ɴ

41 下から5 こともある。ここまでは、

こともある。なお、音素はそもそも
が抽象的な存在なので、母音「ウ」
に対してはわざわざ/ɯ/と書くので
はなく、/u/としておくのがふつう
である。
　ここまでは、

42 11 ホウ酸 ソウル

43 3 文明開花 文明開化

46 3 換算した。 見なした。

48 7 そのような音の配列 そのような語の中での音の配列

48 図版16 （▼△の位置を修正）

48 図版16 母音の無性化 母音の無声化

55 下から11
対称関係にある直音4行と拗音4行に
ついていい、

対称関係にある、直音4行・拗音4行
の8行の清音行とそれに対応する8行
の濁音行についていい、

57 下から7 統合からなる複合語 結合からなる複合語

65 7 「・	
 	
 ・」 「・・」
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65 12 「ハル（朝）」 「ハル（春）」

66 12 変更が行われて 変化が起きて

66 下から9 行われています。 起きています。

67 下から2 ふりがなとういう ふりがなという

69 3 「ちょうしょ」 「じょうしょ」

69 下から2 ［シュツパツ・シュッパツ］ ［シュツハツ・シュッパツ］

71 1 （字下げを修正）

71 8 一部を引用して 一部を前頁に引用して

76 5 同士 どうし

82 下から3、4 同士 どうし

87 5 使用語彙は量は 使用語彙の量は

88 3 狭義では 狭義には

88 16 場面で理解されることが多いので、
くだけた場面で使用されることが多
いので

89 9 「敬語」とに並んで 「敬語」と並んで

90 下から9 ❹❶〜❸の語の ❹以上の❶〜❸の語の

92 1 少ない 低い

95 図版13 （次頁へ移動）

96 2 新しい概念として輸入された 新しい概念を表すために輸入された

96 下から13 和歌には 古代の和歌には

101 下から7 場合に* 場合には「*」

102
図版15キャ
プション

「ひつじを木にしばる・つなぐ」 「ひつじを立木にしばる・つなぐ」

105 図版16 （次頁へ移動）

107 9 対義語同士 対義語どうし

110 図版17 （前頁へ移動）

113 下から2 「—がり（—がり）」が 「—がり」が

114 下から5 いろいろな名詞化 名詞化

116 14 W	
 杯 W杯

127 6 顕著にあった 顕著であった

132 5 けれども…… けれども……。

139 10

2400の調査地点、285の調査項目に
わたる面接調査を実施し、語形だけ
でなく発音や文法について、全国の
方言の分布状況がわかる『日本言語
地図』全6巻を1966年から1974	
 年に
刊行しました。局所的な

2400の調査地点で、語形だけでなく
発音や文法について、285の調査項
目にわたる面接調査を実施し、全国
の方言の分布状況がわかる『日本言
語地図』全6巻を1966年から1974	
 年
に刊行しました。それ以後、局所的
な

140 図版27 （前頁へ移動）



『新ここからはじまる日本語学』（伊坂淳一著）
初版から2刷発行の際の変更点一覧

3 ひつじ書房　2017.7.14

143 図版29

①
②
③
④

①方言かるた
②方言ステッカー
③方言のれん
④方言お菓子（画像も変更）

146 下から2 ①〜④ ❶〜❹

152 下から7 ▶古典文字の中の人物 ▶古典文学の中の人物

153 9 普通は ふつうは

153 図版32
［図版32］役割語
（森川ジョージ「はじめの一歩」よ
り）

［図版32］役割語の一例
（©森川ジョージ／講談社「はじめ
の一歩」より）

168 下から1 学生同士 学生どうし

173 2
［図版3］ように記述されていま
す。

［図版3］のように記述されていま
す。

183 囲み枠内

CommonNoun
VerbalNoun
AdjectivalNoun
AdvervialNoun
InterrogativeNoun

Common	
 Noun
Verbal	
 Noun
Adjectival	
 Noun
Advervial	
 Noun
Interrogative	
 Noun

190 下から3 ペットは（ペットに波線） ペットは（ペットはに波線）

192 1 括くくっていた 括っていた

195 下から4 そこから「ヨマ・ その「ヨマ・

196
1〜3行内の

4箇所
＝ ：

196 8 「ヨ＝マ-セル」、「ヨ＝マ-レル」 「ヨ＝マ—セル」、「ヨ＝マ—レル」

204 下から1 ほころぶ 　ほころぶ（行頭を1文字下げる）

221 下から5 　が文法的に が文法的に（行頭を1文字上げる）

224 3、4 ⊂ ∋

232 下から5 ③きっと明日は晴れるだろう。 ③おそらく明日は晴れるだろう。

233 下から2 （7）きっと　明日は （7）おそらく　明日は

238 3 c　［教師になろう］という　決心 c　［教師になろう］という決心

238 下から2
日本国内の免税店でも時計が安く買
えます。

この店で時計が安く買えます。

242 下から7 検討せよ。 検討しよう。

243 7 普通の書き方で ふつうの書き方で

253 下から4 （最新改正版は2008年3月）
（最新改正版は2008年3月、ただし
2017年に改正予定）

255 3 きまっている 決まっている
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255 9 唯一ものがあり、 唯一のものがあり、

255 下から2 国有名詞 固有名詞

256 4 「たいく」 「タイク」

256 6 「いんかい」 「インカイ」

256 下から2 「ふいんき」 「フインキ」と「ふんいき」

257 12 右の図のように 下の図のように

262 11 「当用漢字表」 当用漢字表

265 1 臨 	
 （刂に臨のつくり部分の漢字）

272 下から12 醇朴：純朴 純朴：醇朴

273 下から7 毀損：棄損 棄損：毀損

274
図版22キャ
プション

まぜ書きの例書 まぜ書きの例

288 4 遊技性 遊戯性

291 1 次ページのように 次のように

296 下から5 レッド。フォードで開かれた レッド・フォードで開かれた

296 下から2 カンナダ語と語しか カンナダ語と英語しか（＋この行の行
頭を1文字下げる））

297 4 この日 　この日（行頭を1文字下げる）

305 4 ＝ =

307 3 疑問文の作り方 疑問文を作る手順

308 2 不降調 下降調

308 下から3 ないでしょう。 ないでしょうか。

309 3 言語同士 言語どうし

309 8 ＝ =

27 図版4 ［ŋ］	
 ［ɡ］ 	
 ［ɡ］	
 ［ŋ］（図版内の位置が逆）

40 図版12 *赤枠内が修正箇所

（2017.7.14追記）以下の点については、3刷以降で修正予定です。
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48 図版16 ＊2刷からの修正点 ＊▼の位置を修正

232 6 6.　「う・よう」、 5.　「う・よう」、


